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聖書に基づく地球史

　聖書に基づいた地質学の視点か
ら地球史を考えると、ノアの洪水
の後に氷河期が訪れたことがわか
ります。
　前号で報告した『創世記の世界
を巡る旅』の一行と別れた後、私
はカリフォルニア州に飛び、シエ
ラネバダ山脈一帯を調査してきま
した。
　この地域は、ノアの洪水後に起
こったと考えられる氷河期の氷河
で形成されたさまざまな地形が存
在し、特にその西山麓に位置する
ヨセミテ国立公園は自然の景観の

すばらしさから世界有数の観光ス
ポットとなっています。
　さらに隣のアリゾナ州には、グ
ランドキャニオン国立公園があ
り、その大峡谷では地層の断面が
露出していて、天地創造の時に形
成されたと考えられる大地、ノア
の洪水前に形成された地層、ノア
の洪水で堆積した地層などを見る
ことができます。
　いずれ『創世記の世界を巡る旅
2』として、グランドキャニオン
国立公園とヨセミテ国立公園を訪
ねるツアーを企画し、この地層の
変遷を目の当たりにできる旅をご
案内できればと考えています。

っ

地層の解釈と視点

　地層や地形を考える時、過去に
起こった出来事を知っているのと
知らないのとでは、地層のでき方
やできた時期に対する解釈が全く
異なります。過去の出来事を知っ
ていれば、より正しく解釈できる
のは当然のことです。
　18 世紀まで主流だった地質学
では、①創造主が存在すると信じ
る視点から出発し、②聖書の歴史
観に基づいて科学者は地層を解釈
し、③ほとんどの地層はノアの洪
水によって短期間で堆積したとし
てきました。一方 19 世紀から主

 聖書的地質モデル

地は神のことばによって水から出て、
水によって成ったのであって、
当時の世界は、その水により、
洪水におおわれて滅びました。
　ペテロの手紙第二　3 章 5-6 節（新改訳聖書第二版）

ジェネシスジャパン会長　宇佐神  実
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は、それまでの地質構造が造り変
えられて、大量の岩石物質が出現
したのです。
　 そ し て 洪 水 後、 現 在 ま で の
4300 年の期間は、最初の氷河期
と氷河期後の期間に分かれます
が、特に氷河期後の期間は洪水前
の期間と同じように岩石物質の出
現はあまりない期間となります。

（アッシャーの年表によれば、ノ
アの洪水が起こったのは紀元前
2356 年だが、ウォーカーの表で
は、わかりやすいように 100 年
未満を切り捨てて 2300 年として
いる）

モデルの詳細
　
　岩石物質が大量に出現したのは
創造とノアの洪水の時ですが、地
質学的にそれぞれをさらに二つの
段階に分けることができます。段
階の欄を見てください。

〔地の基〕創造の最初の 2 日間で、
地球が水で覆われていた時期。

〔集　水〕創造の第 3 日から第 6
日までの４日間で、水は一つ所に
集められ、乾いた地が出現し、植
物、水生生物、陸生生物、人が創
造された時期。

〔大洪水前〕天地創造の後、ノア
の洪水が来るまでの 1656 年間。
今日よりも動植物の繁殖が著し
かったと考えられます。化石の中
に見られる巨大な昆虫や恐竜など
は、この時期に普通に見ることが
できたでしょう。

〔浸水〕大洪水が始まり、増水し、
地球全体が完全に水で覆われてし
まい、箱船に乗らなかったすべて
の人と陸生動物が死に絶えてし
まった 150 日間。

〔退水〕大洪水の水が退きはじめ
てから、隆起沈降や流水の流れに
よって今日の地形がほぼ完成し、

陸地が完全に乾いて箱船から動物
や人が出られるようになるまでの
220 日間。

〔大洪水後〕大洪水が終わってか
ら現在までの約 4300 年間。この
期間に箱船から出てきた動物や人
が再び地球全体に増え広がり、現
在に至った。この間に噴火による
溶岩の噴出や火山活動などで比較
的わずかの岩石物質の出現が見ら
れる。

　期間の欄は、それぞれの地質学
的局面の起こっていた期間です。

（この表は 1994 年現在での期間
を示しており、2024 年現在で考
えれば、一番上は 3900 年となる）

　それでは、局面の欄を詳しく見
ていきましょう。

〔原初〕天地創造が行われた最初
の時で、地球が造られたその瞬間
です。ここで聖書地質学者の視点
でも二つの見解に分かれます。一
つ目は①この時に核もマグマも地
殻も造られ、様々な物質を含んだ
混濁液としての水で覆われていた
という考えです。もう一つは②純
粋な水 [H2O] の球だったというも
ので、第二ペテロ３:5 にあるよう
に、「地は水から出て水によって

の岩石が出現したかをわかりやす
く表したものが、岩石的尺度の上
の枠内にある４つの円です。

〔緑の円〕天地創造の時に形成さ
れた岩石物質（核・マグマ・地殻
などを含む）で、この量を計算す
ると 1,000,000 × 106km3 となり
ます。

〔ピンクの円〕ノアの大洪水で形
成された岩石物質で 300 〜 700
× 106km3 の量となります。

〔右側の二つの小さな円〕黒い点
のように見えますが、上の円は
天地創造の後から大洪水前までの
約 1700 年の間に出現した岩石物
質の量で、下の円はノアの洪水の
後の約 4300 年で出現した岩石物
質の量を示しています。いずれも
0.05 × 106km3 未満です。2 
　これらの円の大きさを比較する
ことで、天地創造の時（緑の円）
に生じた岩石物質がいかに多かっ
たかがわかります。地球上のすべ
ての岩石物質はこの時に造られた
ので一番多いのは当然ですが、表
を見ることでそれを実感できるで
しょう。
　その後大洪水前までに形成され
た岩石物質は点で表されるように
わずかで、今日起こっているよう
な火山噴火や地震、津波などの激
変でできた地層や、河川の浸食に
よって堆積した岩石物質です。
　次のノアの洪水の期間（ピンク
の円）には、大量の岩石物質の出
現が見られます。わずか 370 日
という短期間ですが、全地球が水
で覆われ、地殻が割れていくつも
のプレートとなり、１つだった大
陸が現在のように分かれて移動
し、火山や海底火山が大噴火し、
大量の水が流れるなど、大地の浸
食と堆積が繰り返される大激変が
起こりました。ですからこの時期

流になってきた地質学では、①創
造主は存在しないと信じる無神論
の視点から出発し、②進化論の歴
史観に基づいて科学者たちは地層
を解釈し、③地層は何億年もの長
い年月をかけてゆっくりと堆積し
続けて出現したと説明するように
なりました。
　このように、①出発点となる視
点の違いが、②同じ証拠を解釈し
ても、③全く異なる答をもたらし
ます。
　私たちは証拠が答を決めるので
はなく、視点が答を決めるのだと
いうことをよく知っておく必要が
あります。

聖書的地質モデル

　1994 年 に 地 質 学 者 の タ ス・
ウォーカーは、創造主の存在と聖
書の歴史を信じる視点から天地創
造からの時間と地層の形成の関係
の表を作成しています。それが今
回別に添付した聖書的地質モデル
の表です。1 
　表の左側の時間的尺度の欄にあ
るように、聖書に基づいて歴史を
大きく４つに分けると、下から天
地創造の 6 日間、大洪水前の時代、
大洪水の 370 日間、大洪水後の
時代となります。現在私たちが見
ている自然の眺めも地層もさまざ
まな地質的特徴もこれらの４つの
期間を通して出現したことがわか
ります。
  これと右側の岩石的尺度の出来
事 / 時代の欄との関連を見ると、
天地創造と大洪水の２つの期間に
地質構造の大きな変化があったこ
とがわかります。表の高さの違い
は、堆積した地層の厚さの違いが
わかりやすいように大まかに示さ
れています。
　これら４つの期間にどれくらい

成った」という言葉に基づいてい
ます。

〔続出〕原初の①に基づいた考え
で、混濁液の中で物質が分離し地
殻の上に堆積していったと推測し
ます。②に基づくと、この時はま
だ岩石物質は存在していなかった
と考えます。

〔表出〕乾いた地が造られた時で、
原初の①の考えでは、水の中から
陸地が隆起して出現し、この時の
退水によって浸食が起こり、堆積
層ができるなど岩石物質に動きが
あったと推測します。②に基づく
と、この時地球の核、マグマ、地
殻などと最初の大陸が造られ、創
世記 1:9-10 にあるように、最初
から地表は乾いた状態で造られた
と考えます。

〔生命〕創造の第 5 日に水生動物
が、第 6 日に陸生動物が造られ
ました。〔原初〕の①に基づくと、
第 3 日に陸地が出現して浸食され
た岩石物質は引き続き堆積してい
たと考えます。②ではこの期間の
岩石物質の堆積はほぼなかったと
考えます。

〔大洪水前〕この時期に起こった
地質構造の変化はわずかで、河川
の流れによる水の浸食とそれが流
入する場所での地層の堆積、火山
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噴火や地震などで見られる今日と
あまり変わらない変化しか起こら
なかったと考えられます。

〔噴出〕ノアの洪水が始まった最
初の 40 日間です。創世記 7:11 に
あるように、地がことごとく裂け
てプレートに分かれ、地球規模の
大地震が起こり、各地で地下水が
噴出し、火山や海底火山の噴火が
起こり、大豪雨に見舞われ続ける
など前代未聞の大激変が始まりま
した。この時に大量の土砂が水中
に堆積し、貝類や多くの水生生物
が化石となったと考えられます。

〔増水〕引き続き洪水の水が増え
ていった時期で、陸上の動物や人
は水辺から逃げていったでしょ
う。この時期に堆積した地層から
は水生生物の化石だけでなく陸生
動物の化石も見られ始めます。

〔最高頂〕引き続き水かさが増し、
地球が水で完全に覆われてしまっ
た時期です。水上には吹き飛ばさ
れた植物が浮かび、陸上の動物は
全て死に絶えてしまいます。多く
の恐竜が堆積層の中に埋め込まれ
たのもこの時期です。

〔収束〕大洪水が始まって 150 日
後に水が引き始めた時からの 110
日間で、最も高い山もまだ水中に
あった期間です。大陸移動が加速
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図 a.〔噴出〕：大洪水が始まり、地下水の噴出や海底火山の噴火が見える。洪水で浸食された岩石層が堆積し始める。図なし〔増

水〕：水かさが増し続け、地球規模で地層が水平に堆積していく。 図 b.〔最高頂〕：全地球が水没し約2,000m の堆積層が出

現した。図 c.〔収束〕：大陸移動、大陸の隆起や沈降によって、水が退き始める。水は面的に陸地を浸食し、再度岩石層を

堆積させていく。図 d.〔分散〕：大陸は現在の姿に分かれる。陸地では局所的に分かれた水流による浸食で、現在の山谷、河川、

湖沼、平野の原型となる地形を造りだした。この後、大洪水後現在に至るまでの局面で、噴火や浸食などによる多少の地形

の変化で、今日見られる地形となった。

■
大
洪
水
の
局
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講義・イベント予定
■春に創造を思うひととき
　日程：2024.03.28-30
　会場：ガトーキングダム小海（長野）
　定員：15 名
　　野辺山天文台見学（衣笠健三）
　　春の星空観測
　　創造に関する講義（宇佐神実）
　　バードウォッチング（自由参加）
　　星空の見える温泉（晴天時）
　
■秋の創造セミナー
　日程：調整中
　会場：調整中

　ジェネシスジャパンでは、聖書的創
造を伝える講師を派遣しています。礼
拝、学び会、聖会、修養会、聖書キャ
ンプなどで学びませんか。是非お問い
合わせください。

献金のお願い
国内外に主のみわざを伝えるため、
ご支援をお願いします。
ジェネシスジャパン
ゆうびん振替　00350-7-3364
ゆうちょ銀行　10650-52405611

お知らせ
「創造主と共に生きて」

　  好評発売中
　　名誉会長　
　宇佐神 正海自伝
　　 全 35 ページ
  　定価 250 円＋税

し、大洪水で堆積したまだ柔らか
い堆積層を載せて分かれていきま
した。また、それとともに堆積層
が水流によって面的に浸食され、
再び堆積していったと考えられま
す。

〔分散〕山が水から現れ、陸地が
乾ききるまでの期間です。大陸や
プレートが衝突したところでは褶
曲が起こり、ヒマラヤ山脈やアル
プス山脈などたくさんの高い褶曲
山脈が出現し、大陸移動は完了し
ていきます。また水が退いていく
につれて、陸地が私たちが今日見
る山の姿に一気に浸食され、水の
流路が分かれて川となり、ほぼ今
日の景観となりました。こうして
ノアの洪水は終了しました。

〔余波〕ノアの洪水の後、500 〜
700 年にわたって氷河期が起こっ
たと考えられます。火山噴火は引
き続き起こり、火山灰や火山から
発生する火山灰や硫化水素などに
よるエアロゾルによって、太陽光
が遮られることで、地球は寒冷化
して極地方の陸地では氷床が発達
し、それによって海水面は今日よ
りも 120m くらい低下して世界
中の陸地がほぼ地続きになり、こ
の時、箱船から出てきた動物や人
は世界中に広がったと考えます。
今日見られる氷河地形ができたの
もこの時期です。

〔現世〕氷河期の後、今日見られ

ジェネシスジャパン　〒 311-3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡 3652-306-3 　tel 029-292-9621 fax 03-6862-8340 

　                  講座の目的と概要　
＊創造主のみわざのすばらしさに感動し、
　その感動を伝える働き人が起こされる。
＊創造論の講演に加え、創造論の背景とな
　る知識や考え方を少人数で学ぶ。
＊創造を伝えるために役立つ資料の提供。
＊修了証授与（全日程参加者）
＊創造論を用いての個人伝道、CS や教会で
　のメッセージ、講演ができるよう協力。

　　　　（参加費等はお問い合わせください）
　　　　　　詳細はジェネシスジャパンまで

【募集要項】
聖書を創造主の言葉と信じる方。
イエス・キリストを救い主と信じる方。
創造を信じる大切さを伝えたいと 願う方。

創造を伝える働き人養成講座

るような河川の水流による浸食と
海底への堆積など非常にゆるやか
で、地質構造の変化は比較的わず
かだったと考えられます。
　このように聖書に基づいて地球
史を見ていくと、地層や化石だけ
でなく、高い山々や様々な地形、
そしてグランドキャニオンなどの
峡谷、また扇状地や平野なども出
現し、ノアの洪水の水が退いてい
く時にほぼ今日の姿の原型となる
景観になったと考えます。
　進化論的地質学では、天地創造
もノアの洪水もなかったとし、現
在起こっている自然現象と長い年
月さえあれば、現在の景観が出現
するだろうと信じています。
　しかし、現在では大量の水が短
期間で地形を変えてしまうことが
知られるようになり、地層も水の
流れの中で一気に形成されること
がわかっています。聖書通りの地
球史があったと信じるならば、現
在の地球の姿ができることは、全
く不思議ではなく、論理的に理解
できるのです。
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